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糖尿病サポートチーム通信 ～糖尿病とともに～      

文責：小牧市民病院 糖尿病・内分泌内科 医師(落合啓史 後藤恵 牛田美帆 藤田翔子)、糖尿病サポートチーム 

 

まだまだ寒さが厳しい 2 月になりました。この時期は年明けの食生活の乱れや寒さによる運動不足などで

血糖コントロールが乱れやすいと言われています。今一度、ご自身の糖尿病治療について確認してみましょ

う。今回は薬物治療のインスリンについてご紹介したいと思います。 

○インスリンとは？                      

私たちの膵臓から産生されるホルモンです。インスリンは血中の糖分をエネルギーとして利用したり、 

体内に貯蔵することで血糖値を下げる作用があるため、血糖コントロールの要となっています。 

○健康な人と糖尿病患者さんのインスリン分泌パターン 

  

              

 

 

 

○インスリン適応になるのはどんな人？    ○インスリン作用時間 

○インスリン治療中は低血糖に注意！ 

血糖値が下がりすぎてしまった時に動悸や冷汗・ふるえなどが自覚症状として現れる可能性があります。 

インスリン治療中の患者さんは常にブドウ糖を一緒に携帯するようにしましょう！！ 

食後の血糖上昇に 

応じて分泌 

 

食事に関係なく血糖

調節のため分泌 

 

インスリン分泌低下・遅れ インスリン枯渇状態 
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異なる作用時間のインスリンを組み合わせることにより、 

健康な人と同じインスリン分泌を再現することが可能です。 

●1 型糖尿病    

●2型糖尿病(内服のみでコントロール不良の場合) 

●手術前後    ●妊娠中 


